
ＪＲ東海労ニュース
職場によって対応がバラバラ！協力と言っていながら強制するな！

「安否確認訓練」の問題点を申し入れ！

会社はただちに労使
協議を開催せよ！
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11月29日、会社は「社員の安否確認方法

の見直し」に伴う「安否確認訓練」を行い

ました。この訓練は何のために行われたの

でしょうか。

「ＪＲ東海11月号」によれば、「社員の

安否確認方法の見直し」は「社員の安否確

認は人的財産の被災状況の確認であり、業

務継続・事業体制確保に必要なほか、被災

社員の支援のためにも速やかかつ効率的に

実施することが必要」としています。まさ

に、災害時に正常な業務を遂行するために

この訓練が行われたのです。

また、「社員は自発的に自らの安否を会

社に報告することが基本である」とも言っ

ています。そもそも社員の安否確認は会社

の責任において行われるべきものであり、

会社が社員に強制できるものではないので

す。現実に会社は「あくまでも協力の範疇

であり、強制するものではない」と説明し

ました。

今回の訓練では、職場で様々な問題点が

浮き彫りになりました。職場毎に違う対応

や、職場に報告の電話をした社員に「危機

管理ができていない」と暴言を浴びせる管

理者もいたのです。本部はこうした問題点

を放置せず、解決に向けて闘います。


